
農 業 水 利 施 設 保 全 管 理 指 針

～農業水利施設の機能を次世代につなげるために～

適切な保全管理に向けた４つの基本方針

1．理解促進 ：計画的かつ効率的・効果的な保全管理に向けた理解促進
２．体制強化 ：将来を見据えた管理体制の強化
３．機能の最適化：持続的かつ効率的な農業の実現に向けた農業水利施設の最適化
４．管理・運用 ：農業水利施設保全管理情報の整備及び適切な管理・運用

農業用水や農業水利施設を我々人間に例えると、農業用水は血液、それを送り出すダムや頭首
工は心臓、幹線用排水路は動脈や静脈、地域に張り巡らされた水路は毛細血管に当たると言えま
す。
心臓が動き、血液が循環しないと人間が生きられないように、水利施設が適切に機能し、農業用
水が農地に行き届かないと農業は成り立ちません。
従って、我々人間が重大な病気の発生を未然に防ぎ、健康で長生きするため受診する定期健康
診断のように、農業水利施設においても、農業の生産力を支える機能を維持し、更新費用の抑制
や深刻な機能低下を未然に防止し長寿命化を図るために、日常管理を基本とした定期的な機能
診断を行い、診断結果に基づいた適切な対応が必要となります。

施設の機能診断（機能保全）と診断結果に基づく適切な対応を！



１ 農業を取り巻く現状と課題

２ 農業水利施設の適切な保全管理に向けて

ストックマネジメントの考え方に基づき、農業水利システム全体の視点から
計画的かつ効率的・効果的な保全管理を推進します
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ストックマネジメントとは
施設の深刻な機能低下が発生する前
に、計画的かつ適切に機能保全を実施
し、施設の長寿命化を図ることでライフ
サイクルコストの低減を可能にします。

ライフサイクルコストとは
施設の建設に要する経費のみならず、
施設の使用期間中の運転経費から維持
補修費、廃棄にかかる経費に至るまでの
全ての経費の総額を指します。

農業水利施設は、食料の安定供給や地域農業の
発展に寄与するとともに、洪水防止、景観形成、生
態系保全など多面的機能を発揮する重要な社会資
本です。
一方、施設の老朽化や農業者の減少・高齢化など
により、施設の維持管理体制は弱体化しています。
さらに、気候変動の深刻化、米需要の変動、資材
価格の高騰など、農業を取り巻く環境は大きく変化
し、農業水利施設の安定的な保全管理に向けて厳
しい状況に直面しています。

農業水利施設にかかる維持管理コストの最小化・平準化を図りながら、持続可能
な施設の維持管理体制を構築していく必要があります。

農業水利システムとは
頭首工や幹線用水路などの個別施設
を基盤として、取水施設から末端施設ま
でを総合的に構成した仕組みです。農
業水利システムの範囲は、施設管理者
単位や用水ブロック単位など、現場の状
況に応じて柔軟に設定します。

（人）

（農林水産省農林業センサス）

基幹的農業従事者数の推移

施設の老朽化

大雨の増加



３ 適切な保全管理に向けた基本方針と取組方策
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・研修会や講演会などを通して、ストックマネジメントの正しい知識の普及・啓発を進めます。
・技術講習会への参加や専門家の活用により、機能診断などの技術力を高めます。
・受益者や地域住民に対し、地域ぐるみの共同活動を通して、施設保全や農業用水の多面
的機能への理解促進を図ります。

・施設管理の重要性を共有し、平常時の点検から災害時対応まで一貫した管理体制の確立
を図ります。
・水土里ビジョンに基づいた施設管理者の育成や地域共同の管理体制の構築を図ります。
・施設の保全方針と併せた中長期的な資金計画による施設管理の経営安定化を図ります。

・地域農業の現状や将来像を踏まえ、農業水利システム全体の視点から施設規模・機能の
最適化や施設の統廃合などを図ります。
・ICTなどの新技術に関する研修や技術支援を通して、施設管理の省力化と維持管理費の
削減を推進します。

・施設の補修履歴や劣化状況、点検記録などの情報を蓄積し、関係機関などで管理・共有し
ます。
・蓄積した情報を活用し、劣化状況や利用状況などを踏まえて水土里ビジョンと整合を図り
ながら、農業水利システム全体の視点で計画的な保全管理を図ります。

取組方策

農地

頭首工

頭首工

統廃合イメージ

４ 日常管理を基本とした施設の保全管理

本県における施設保全管理のサイクル

施設の日常管理を基本に、機能診断、機能保全計画の策定、対策工事、データの蓄積の取組が
適切に行われることで、計画的かつ効率的・効果的な保全管理を図ります。

水路の補修工事

ICTの導入



５ 具体的な取組イメージ

お問合せ先（組織名・電話番号）

栃木県農政部農地整備課 028-623-2369
下都賀農業振興事務所
農村整備部

0282-23-3428

河内農業振興事務所
農村整備部

028-626-3097
塩谷南那須農業振興事務所
農村整備部

0287-43-1261

上都賀農業振興事務所
農村整備部

0289-62-6146
那須農業振興事務所
農村整備部

0287-23-2153

芳賀農業振興事務所
農村整備部

0285-82-4665
安足農業振興事務所
企画振興部

0283-22-2355
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・各頭首工で施設規
模・能力を見直し？
・頭首工Bを廃止して、
水路を新設？

将来の地域農業や維
持管理コストを考慮し
て判断

頭首工の整備に併せて、ICTによる遠方
監視・制御で水管理の省力化を図る

一部補修工事の実施

連携して、施設
規模・能力を見
直し

更新工事の実施

ポイント 「農業水利システム全体」の視点を持って、施設を適切に維持管理しましょう！

機能診断は頭首工や水路など個別施設の視点にとどまらず、営農状況の変化に伴う受益地での配水
の良否など、地域農業の実態を踏まえて検討する必要があります。そのうえで、「農業水利システム全
体」の視点から機能診断を行いましょう。また、施設の更新・補修・補強に併せて、集約や再編、統廃合と
いった最適化についても検討しましょう。
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